
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

　
平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
、
今
月
17
日
で
30
年
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１

月
15
日
～
21
日
は
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、

全
国
か
ら
人
的
支
援
や
物
資
の
提
供
な
ど
が
あ
り
、
災
害

よ
り
求
め
ら
れ
る
災
害
に
対
す
る
備
え

　
昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
に
続
き
、
８
月
に
は
宮
崎
県

日
向
灘
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、「
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
（
巨
大

地
震
注
意
）」
が
運
用
が
始
ま
っ
て
か
ら
初
め
て
発
表
さ
れ

る
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、「
市
地
域
防

災
計
画
」
に
基
づ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
フ
ェ
ア
の
開
催
や
出
前
講
座
で

講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
災
害
へ
の
備

え
や
対
策
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

防災フェアでの消火（上）と AED（下）訓練

　発災直後からの物資支援に加えて、現地での
救出救助活動や避難所の運営支援、応急給水支
援、漏水調査支援、公費解体申請受付対応など
を行うため、これまで、延べ58人の職員を派遣
しました（令和６年12月末時点）。
　また、市内各所への募金箱の設置など、被災地
の一日も早い復興に向けた支援を継続しています。

～能登半島地震に対する本市の支援～

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昨
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

で
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
被
災
地
支
援
活
動
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

問 危機管理室（内線 9503）

毎年１月 17 日は防災とボランティアの日 特 集

防災「 」を考える
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大
規
模
災
害
は
全
て
の
人
の
生
活

を
脅
か
し
ま
す
が
、特
に
女
性
や
子
ど

も
、弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
々

が
よ
り
多
く
の
影
響
を
受
け
ま
す
。

　
受
け
る
影
響
の
違
い
な
ど
に
十
分

配
慮
さ
れ
た
災
害
対
策
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

重
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
多
様
な
視
点
を
反
映

し
た
防
災
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
に
多
様
な
視
点
を

自主防災組織の訓練活動

　
「
自
助
」と
は
、災
害
時
に「
自
ら
の
力
」で
、自
分
自
身

の
安
全
を
守
る
取
り
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
災
害
発

生
時
に
は
、ま
ず
は
自
分
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
て
く

だ
さ
い
。
自
分
自
身
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
、家
族

や
周
囲
の
人
へ
の
支
援
に
協
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
が
起
き
て
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
に

対
し
て
日
常
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
備
え
を
す
る
こ
と
も
、「
自

助
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
せ
ん
か

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、家
屋
の
倒
壊
な
ど
か
ら
、消

防
な
ど
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
人
は
わ
ず
か
２
％
で
し
た
。

救
助
さ
れ
た
人
の
多
く
は
、
自
力
ま
た
は
家
族
や
隣
人
な

ど
の
地
域
住
民
に
よ
っ
て
助
け
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
災
害
発
生
直
後
、
公
的
機
関
に
よ
る
支

援
（「
公
助
」）
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発

災
直
後
の
人
命
救
助
は
、
近
隣
住
民
の
助
け
合
い
（「
共

助
」）
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
、
地
域
住
民
の
思
い
に
基
づ
い
て
結
成
さ

れ
た
「
共
助
」
の
た
め
の
組
織
で
、
現
在
、
本
市
で
は
80

団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
設
立
や
運
営
に
対
す
る
補
助

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
に

～
「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
～

自主防災組織
補助事業について

自主防災組織の
活動の様子

公助共助

公的機関による	
救助・救援活動など

地域や周囲の人たちが
協力して助け合うこと

自助

自分自身や家族で災害に
備えたり、対応すること

災害時協力井戸の	
ご登録を

　本市では、震災などによる
水道の断水時に洗濯やトイレ
などの生活用水（飲用水を除
く）を十分に確保できない場
合に備え、災害時に生活用水
として井戸水を提供いただけ
る「災害時協力井戸」の登録
を募集しています。
問環境衛生課（内線139、171）

●「
能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ
　
防

災
に
女
性
の
視
点
が
必
要
な
理
由
」

と
き　
２
月
９
日
㈰
、
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
Ｔと

ん

ぱ

る

Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
多
文
化

共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）

講
師　
斉
藤 

容
子
さ
ん（
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
）

申
し
込
み　
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

に
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ

ズ
〔
☎

（23）
０
０
３
０
〕
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
、電
話
申
し
込
み
可
）

※
右
下
図
か
ら
も
申
し
込
み
可
。

※
13
ペ
ー
ジ「
外
国
人
市
民
の
た
め

の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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